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で
は
異
文
化
に
触
れ
て
感
じ
た

こ
と
を
、
中
学
二
年
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
で
は
「
ヒ

ト
と
技
術
の
進
歩
と
可
能
性
」

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
高

校
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
（
北
欧
）

で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の

文
化
体
験
を
紹
介
。
令
和
六
年

度
高
校
二
年
創
造
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ー
ス
Ｇ
Ｅ
Ｃ
系
（
カ
ナ
ダ
）

や
創
造
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
（
ア
メ
リ
カ
）
の
発
表
で
は
、

現
地
で
の
実
習
や
研
究
体
験
を
英
語
で
報
告
し
ま
し
た
。
ま

た
、
中
村
さ
ん
（
高
校
二
年
）
に
よ
る
カ
ナ
ダ
長
期
留
学
報

告
で
は
、「
自
分
の
価
値
観
が
変
わ
り
、
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
。」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

第
二
部
で
は
、
中
学
一
年
か
ら
高
校
三
年
ま
で
の
生
徒
が

参
加
し
、
学
年
の
枠
を
こ
え
た
発
表
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
学
生
は
宿
泊
研
修
や
修
学
旅
行
の
振
り
返
り
を
、
高

校
生
は
個
人
探
究
や
キ
ャ
リ
ア
探
究
の
中
間
発
表
を
通
し

て
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
合
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
校
一

年
生
に
よ
る
「
来
年
度
の
校
外
研
修
企
画
コ
ン
ペ
」
で
は
、

旅
行
会
社
や
探
究
活
動
に
関
わ
る
方
々
を
審
査
員
に
迎
え
、

社
会
と
つ
な
が
る
実
践
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
課
題
研
究
の
英
語
発
表
会
で
は
、
高
校
三
年
創
造

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
七
班
、
高
校
二
年
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
八
班
が
研
究
成
果
を
英
語
で
発
表
し
ま

し
た
。
武
庫
川
女
子
大
学
の
先
生
方
や
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ

ゾ
ナ
州
の
高
校
の
生
徒
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
通
し
て
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際

交
流
会
に
は
、
高
校
三
年
創
造
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス 

Ｇ
Ｅ
Ｃ
系
と
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の

生
徒
が
参
加
し
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ

の
参
加
者
と
英
語
で
意
見
交
換
を
行
い
、
国
際
的
な
視
野
を

広
げ
ま
し
た
。

全
校
生
が
学
び
合
い
、
刺
激
を
与
え
合
う
充
実
し
た
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。
探
究
を
通
し
て
「
学
び
を
深
め
、
世
界

と
つ
な
が
る
」
姿
勢
が
一
層
育
ま
れ
、
本
校
の
探
究
教
育
の

確
か
な
歩
み
を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

芸
術
鑑
賞
会
　
〜
学
校
寄
席
〜

十
一
月
七
日（
金
）の
午
後
、武
庫
川
女
子
大
学
中
央
キ
ャ

ン
パ
ス
・
公
江
記
念
講
堂
で
芸
術
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
「
落
語
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
魅
力

を
鑑
賞
す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
笑
福
亭
喬
若
さ

ん
に
よ
る
「
寄
席
入
門
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
寄
席
と
は
？
」

「
落
語
と
は
？
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
扇
子
や
手
拭
い
だ
け
を

使
っ
て
物
語
を
表
現
す
る
落
語

の
世
界
を
紹
介
。
扇
子
を
箸
や

筆
、
手
拭
い
を
本
や
財
布
な
ど

に
見
立
て
て
話
を
進
め
る
工
夫

に
、
生
徒
た
ち
は
「
そ
ん
な
ふ
う
に
使
う
ん
だ
！
」
と
驚
き

の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
会
場
は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
、

落
語
の
お
も
し
ろ
さ
を
体
感
で
き
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

続
く
第
一
部
で
は
、
鏡
味
味
千
代
さ
ん
に
よ
る
太
神
楽
曲

芸
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
傘
の
上
で
升
を
回
す
な
ど
の
華
や

か
な
技
の
数
々
に
、「
す
ご
い
！
」「
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」

と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、ス
テ
ー
ジ
体
験
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
中
学
一
年
生
の
生
徒
が
出
演
し
て
、
笑
顔
で
挑
戦

す
る
姿
に
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
笑

福
亭
喬
若
さ
ん
の
落
語
で
は
、
登
場
人
物
を
顔
の
向
き
や
声

の
調
子
を
変
え
て
演
じ
分
け
る
巧
み
な
話
芸
に
、
生
徒
た
ち

は
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
桂
か
い
枝
さ
ん
に
よ
る
英
語
落
語
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
落
語
は
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
芸
で
す
」
と

語
ら
れ
、
海
外
で
の
公
演
の
様
子
や
異
文
化
交
流
の
体
験
を

ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
英
語
で
演
じ
な
が
ら
も
内

容
が
し
っ
か
り
伝
わ
る
落
語
に
、
生
徒
た
ち
は
感
心
し
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
「
皆
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
世
界
に
出
て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
の
先
生
に
よ
る
落
語
体
験
も
行
わ
れ
、
会
場

は
再
び
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

笑
い
の
中
に
奥
深
さ
を
感
じ
た
心
あ
た
た
ま
る
芸
術
鑑
賞

会
と
な
り
、
落
語
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
の
表
現
の
楽

し
さ
を
学
ぶ
、
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

避
難
訓
練

十
月
二
十
三
日
（
木
）
の
七
時
間
目
に
、
地
震
発
生
時
の

第
一
次
避
難
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

緊
急
速
報
の
放
送
が
流
れ
る

と
、
生
徒
た
ち
は
す
ぐ
に
机
の

下
に
入
り
、
安
全
姿
勢
を
と

り
、
そ
の
後
全
校
生
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
避
難
し
ま
し
た
。

「
押
さ
な
い
・
走
ら
な
い
・

し
ゃ
べ
ら
な
い
」
を
守
り
、
落
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今
後
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
課
題
や
方
法
を
考

え
る
こ
と
、
そ
し
て
学
年
を
こ
え
て
交
流
し
、
新
し
い
考
え

方
に
触
れ
る
こ
と
で
す
。

第
一
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
国
内
外
の
研
修
報

告
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
（
タ
イ
）

十
月
十
八
日
（
土
）「
探
究
中
間
発
表
会
二
〇
二
五
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
中
間
発
表
で
あ
る
た
め
、
非
公
開

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

本
発
表
会
の
ね
ら
い
は
、
こ
れ
ま
で
の
探
究
活
動
を
振
り

返
り
、
自
分
の
学
び
を
整
理
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
、 

探
究
中
間
発
表
会
二
〇
二
五

誰
も
が
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン

 

企
画
・
探
究
部 

部
長
　
田
　
辺
　
瑞
　
歩

十
月
十
三
日
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
何
回
会

場
を
訪
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

思
い
返
せ
ば
、
二
〇
二
五
年
に
大
阪
・
関
西
が
開
催
地
と
し
て
決
定
し
て
以
来
、
開
幕
ま
で
の
報
道
で
は
期
待
よ

り
も
懸
念
の
声
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
建
設
の
遅
れ
や
費
用
の
問
題
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
題

が
先
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
は
、
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
が
人
々
に
大
き
な
夢
と
感
動
を
与
え
た
と
い
う
話

を
、
親
や
恩
師
、
同
僚
か
ら
聞
い
て
い
た
の
で
、
今
回
の
万
博
に
も
密
か
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

開
幕
当
初
は
来
場
者
数
が
伸
び
悩
み
、「
時
代
は
変
わ
っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
私
の
知
人
は
「
今
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
の
様
子
が
わ
か
る
時
代
。
万
博
に
行
く
必
要
は
な
い
」
と
子
ど
も
に
話
し
た
そ
う
で
す
。
確

か
に
、
か
つ
て
の
よ
う
に
「
世
界
を
知
る
た
め
の
窓
」
と
し
て
の
万
博
の
役
割
は
薄
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
日
を
追
う
ご
と
に
来
場
者
数
は
増
え
続
け
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
の
底
力
、
そ
し
て
人
々

の
心
を
動
か
す
「
場
の
力
」
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

別
の
知
人
が
今
回
の
万
博
を
こ
う
評
し
て
い
ま
し
た
。「
一
九
七
〇
年
の
万
博
は
、
岡
本
太
郎
氏
の
『
太
陽
の
塔
』

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
魂
が
込
め
ら
れ
た
『
創
造
の
祭
典
』
だ
っ
た
。
一
方
で
、
二
〇
二
五
年
の

万
博
は
、
訪
れ
た
一
人
ひ
と
り
の
市
民
の
想
い
が
集
ま
り
、
万
博
そ
の
も
の
が
〝
い
の
ち
〞
を
得
た
『
共
創
の
祭
典
』

に
な
っ
た
の
だ
」
と
。

私
も
実
際
に
会
場
を
何
度
も
訪
れ
、
国
や
文
化
、
立
場
の
異
な
る
人
々
が
言
葉
を
超
え
て
笑
顔
で
交
流
す
る
姿
に

何
度
も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
展
示
を
通
じ
て
世
界
の
課
題
に
触
れ
、
未
来
の
社
会
を
想
像
す
る
時
間
は
、
ま
さ
に

「
生
き
た
学
び
」
そ
の
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
々
や
感
動
の
数
は
、
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。

本
校
で
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
万
博
の
経
験
を
通
じ
て
感
じ

た
の
は
、「
リ
ー
ダ
ー
」
で
あ
る
前
に
、
私
た
ち
は
す
で
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
＝
地
球
市
民
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
国
や
言
語
を
超
え
て
、
共
に
生
き
る
未
来
を
考
え
、
行
動
す
る
一
人
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
つ
人
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
阪
・
関
西
の
地
で
開
催
さ
れ
た
万
博
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
そ
の
意
識
を

呼
び
覚
ま
す
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
の
時
代
を
生
き
る
皆
さ
ん
が
、
今
回
の
万
博
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
中
に
あ
る
「
世
界
と
の
つ
な
が
り
」
に

気
づ
き
、
そ
れ
を
育
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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た
。
高
校
生
た
ち
は
、
園

児
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
何
度
も

打
ち
合
わ
せ
や
練
習
を
重

ね
て
当
日
を
迎
え
ま
し

た
。放

送
部
は
、朗
読
劇「
そ

ら
ま
め
と 

わ
ら
と 

す

み
」
と
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ

ち
ゃ
ん
」
の
二
作
品
を
披

露
し
ま
し
た
。
朗
読
劇
の

最
後
に
は
、
高
校
三
年
生
の
髙
田
さ
ん
が
模
範
朗
読
を
行

い
、
そ
の
表
現
力
の
高
さ
に
園
児
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は「
秋
祭
り
〜
秋
の
風
物
詩
〜
」を
テ
ー

マ
に
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。「
魚
釣

り
」
や
「
輪
投
げ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
園
児
た
ち
が
目
を

輝
か
せ
て
参
加
し
、
見
事
に
最
後
に
は
手
作
り
の
か
ざ
ぐ
る

ま
に
思
い
思
い
の
飾
り
を
つ
け
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
を
通
し
て
、
高
校
生
た
ち
は
「
伝
え
る
」「
支

え
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
回
の
交
流
で
も
、
年
齢
を
こ
え
た
温
か
な
つ
な
が
り

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

入
試
に
関
す
る
ご
案
内

小
学
生
対
象
　
中
学
入
試
募
集
要
項
説
明
会
の
ご
案
内

・
日
時
　
12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
募
集
要
項
説
明
会
　
９
時
30
分
〜
10
時
15
分

　
　
　
　
個 

別 

相 

談 

会
　
10
時
〜
11
時
30
分

・
場
所
　
本
校

中
学
生
対
象
　
高
校
入
試
募
集
要
項
説
明
会
の
ご
案
内

・
日
時
　
12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
募
集
要
項
説
明
会
　
11
時
15
分
〜
12
時

　
　
　
　
個 

別 

相 

談 

会
　
11
時
30
分
〜
13
時

・
場
所
　
本
校

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
☆

○
コ
ー
ラ
ス
部

・ 

第
78
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

　
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー
ル
（
10
／
25
）

高
校
生
部
門
　
Ａ
グ
ル
ー
プ
　
銀
賞

ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
教
室
か
ら
の
避
難
経

路
や
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

訓
練
後
に
は
、
阪
神
電
鉄
株
式
会
社 

安
全
・
防
災
担
当

の
大
西
達
也
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
命
を
守
る
防
災
」

と
題
し
た
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
電
車
内
で
の
安
全
確
保
や
災
害
時
の
行
動
な

ど
、
日
常
生
活
に
結
び
つ
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
普
段
の
生
活
の
中
で
も
地
震
の
こ
と
を

も
っ
と
意
識
し
よ
う
と
思
っ
た
」「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

今
回
の
訓
練
と
講
話
を
通
し
て
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
　
公
江
特
待
生
交
付
書
伝
達
式

十
月
三
十
日
（
木
）
に
公
江
特
待
生
交
付
書
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

公
江
特
待
生
と
は
、
武
庫
川
学
院
の
創
設
者
で
あ
る
故 

公
江
喜
市
郎
先
生
の
篤
志
を
基
金
と
し
て
定
め
ら
れ
た
制
度

で
あ
り
、
学
力
優
秀
、
品
行
方

正
、
全
校
生
徒
の
模
範
で
あ
る

者
に
の
み
与
え
ら
れ
る
と
て
も

栄
誉
あ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
中
学
生
三
名
、
高

校
生
六
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
学
業
に
専
心
、

研
鑽
し
、
全
校
生
徒
の
模
範
と

し
て
、
勉
学
に
一
層
い
そ
し
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
中
学
】　
一
年
　
竹
内
　
日
葵

　
　
　
　
二
年
　
永
井
　
里
佳

　
　
　
　
三
年
　
倉
内
　
結
愛

【
高
校
】　
一
年
　
占
部
　
佑
奈
　
　
宇
田
賀
　
知
衣
菜

　
　
　
　
二
年
　
西
澤
　
理
香
子
　
細
田
　
里
湖

　
　
　
　
三
年
　
平
井
　
希
空
　
　
山
本
　
茉
奈

異
年
齢
交
流
会

十
一
月
八
日
（
土
）、
令
和

七
年
度
の
第
二
回
異
年
齢
交
流

会
を
附
属
幼
稚
園
・
保
育
園
の

園
児
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
行
い

ま
し
た
。

今
回
は
、
放
送
部
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
が
活
動
を
担
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
ま
し

1₂　月　行　事　予　定
日 曜 行　事　予　定

1 月 高３自宅学習
2 火 高３答案返却・学年集会・HR　　得点確認表配布
3 水 高３自宅学習
4 木 高３自宅学習　　校内人権週間 (～17日 )
5 金 高２高１期末考査　　高３短縮授業 (～11日）
6 土 休日
7 日
8 月 高２以下期末考査
9 火 高２以下期末考査　　高３定期考査成績表配布
10 水 高２以下期末考査
11 木 高２以下期末考査
12 金 自宅学習
13 土 自宅学習
14 日
15 月 高２以下答案返却・解説授業　　高３自宅学習　　高３三者面談
16 火 高２以下答案返却・解説授業　　高３自宅学習　　高３三者面談
17 水 登校日　高２以下（得点確認表配布・除草等）　高３学年行事
18 木 自宅学習
19 金 自宅学習
20 土 休日
21 日
22 月 自宅学習
23 火 休暇中の諸注意 ･表彰　　大清掃
24 水 終業式（８：45 グラウンド）
25 木 冬季休業（～１／７）　　冬季講習
26 金 冬季講習
27 土 休業日
28 日 休業日
29 月 休業日
30 火 休業日
31 水 休業日

※12/21（日）第34回 オーケストラ部定期演奏会（14：30～ 公江記念講堂）

Ａ
週

Ａ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

・ 

第
78
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

　
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー
ル
（
10
／
26
）

中
学
生
部
門
　
同
声
合
唱
の
部
　
銀
賞

○
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

・ 

第
47
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
関
西
大
会

　
お
お
き
に
ア
リ
ー
ナ
舞
洲
（
11
／
３
）

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
・
高
等
学
校
の
部
　
金
賞

（
中
学
生
も
一
緒
に
高
等
学
校
の
部
に
出
演
し
て
い
ま
す
）

○
新
体
操
部

・
第
74
回
兵
庫
県
中
学
校
新
体
操
新
人
大
会

　
宝
塚
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
10
／
25
）

団
体
競
技
　
優
勝 

　
田
中
　
莉
音
（
中
２
）　
　
安
達
ま
り
い
（
中
２
）

　
中
村
　
咲
良
（
中
２
）　
　
早
瀬
　
莉
愛
（
中
２
）

　
本
田
歩
乃
梨
（
中
１
）

・
令
和
７
年
度
兵
庫
県
高
等
学
校
新
体
操
新
人
大
会

　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
・
ウ
イ
ン
ク
体
育
館
（
11
／
７
）

　
少
年
女
子
　
団
体
競
技
　
Ａ
チ
ー
ム
　
第
２
位 

全
国
大
会
出
場

　
和
田
亜
美
梨
（
高
２
）　
　
古
川
　
愛
（
高
２
）

　
本
田
　
唯
夏
（
高
2
）　
　
上
田
　
莉
瑚
（
高
１
）

　
坂
田
　
菜
奈
（
高
１
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

・
第
47
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
西
大
会

　Asue

ア
リ
ー
ナ
大
阪
（
11
／
３
）

高
等
学
校
の
部
　
優
秀
賞

中
学
生
の
部
　
第
６
位 

全
国
大
会
出
場

○
箏
曲
部

・
第
49
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
邦
楽
部
門
演
奏
会
　
兼

　
第
40
回
兵
庫
県
高
等
学
校
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
（
11
／
９
）

邦
楽
部
門
　
審
査
員
賞
　
　
黒
田
　
裕
美
（
高
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
岡
　
優
音
（
高
１
）

○
書
道
部

・ 

第
49
回
兵
庫
県
高
等
学
校
文
化
祭
書
道
展
　
兼
　
第
71
回
兵
庫
県

高
等
学
校
書
道
展
　
兵
庫
県
立
美
術
館
王
子
分
館（
11
／
７
〜
９
）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

推
薦
賞
　
富
田
　
紗
矢
（
高
１
） 

全
国
総
合
文
化
祭
出
展

特
　
選
　
前
田
　
彩
華
（
高
３
）

個
人
の
部

・「
税
の
書
道
」

西
宮
・
宝
塚
租
税
教
育
推
進
協
議
会
賞

　
河
西
　
菜
那
（
中
３
）　
　
高
野
　
夏
（
中
３
）

　
吉
川
　
翔
子
（
中
２
）

西
宮
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
阪
下
　
凛
名
（
中
３
）　
　
西
平
　
沙
椰
（
中
３
）

　
齋
藤
　
新
（
中
２
）　
　
　
村
田
　
小
春
（
中
２
）

　
佐
野
　
真
英
（
中
１
）　
　
谷
口
　
日
向
子
（
中
１
）

・
第
53
回
兵
庫
県
私
立
学
校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
　
竹
村
　
和
奏
（
高
３
）

・
第
36
回
伊
藤
園
お
〜
い
お
茶
新
俳
句
大
賞

佳
作
特
別
賞
　
齋
藤
　
新
（
中
２
）
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